
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ており、６年度以降も計画的に札所の調査を進めることとしているこ

とから、6年度の執行方法や7年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 23,123 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 28,491 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 8 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 14 件 目標値 26

時点･期間 H21~Ｒ8年度

現状値 7 件

目標値 8 件 目標値 9

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H21~Ｒ5.12時点 時点･期間 H21~Ｒ5年度 時点･期間 H21~Ｒ6年度 時点･期間 H21~Ｒ7年度

始期 H21

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

県内札所の史跡指定数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　６年度は、事業の最終年度であり、昨年度に本県で令和８年度に全国植樹祭の開催が決定する等、県内の森林に

関する事業への関心も高まるなか、５か年事業の集大成として予算を増額（1,254千円 → 2,700千円）し、事業

規模を拡充する予定である。具体的には、開催日数を増やすとともに、過去最大となる展示面積を確保し、国外の

ブックアートフェアでも活躍する県在住の作家を招待することで、本事業の発信力を強化する。また、同時期に開

催される企画展も大規模な動員が見込まれるものであり、更なる成果の向上につなげる。

2月

補正

後

事　項 四国へんろ世界文化遺産推進事業費 予算主管課 まなび推進課

事　業

概　要

四国他県、関係団体と連携しながら、四国遍路の札所や遍路道、遍路文化の世界

文化遺産登録に向けた取組みを行う。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　コレクション展の開催日数が大幅に減少したこと。　また、コレクション展の観覧者数については、同時期に開催される企画展

の動員力に左右されることが多いが、令和４年度に比べると、５年度の企画展が低調であったことなどにより、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 1,249 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 1,254 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

人 実績値 人

達成率 33.93 ％ 達成率 ％

人

実績値 4411 人 実績値 人 実績値

15000 人 目標値 人 目標値

R７年度 時点･期間 R８年度

現状値 8056 人

目標値 13000 人 目標値

R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間

R6

Ｋ  P  Ｉ

アートの森コレクション展の観覧者数等

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 アートの森プロジェクト事業費 予算主管課 まなび推進課

事　業

概　要

美術館において県産材を使用した額や看板等を新たに作成し、「森林」に関する

テーマのコレクション展を開催する。

始期 R2

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　６年度開催予定の企画展（世界遺産大シルクロード展・バンクシー展）については、企画展の内容としても集客

が期待でき、また、実行委員会を構成する報道機関も番組内紹介やCM・紙面広告など告知に努めることとしてお

り、来館者の新規掘り起こしを行い、更なる成果の向上につなげる。　特に写真撮影やSNS投稿が可能な展覧会は

伸びがみられる傾向があるため、関係者と協議の上、積極的に推進する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

「大竹伸朗展」はじめ愛媛ゆかりの作家やテーマを積極的に取り上げ、愛媛の芸術文化の魅力発信に努めたものの、５年度に県出資で開催した個々の企画展について、例年に比べ大規模な集客力を

持つ企画展が少なかったこと。また、コレクション展についても、開催日数が減少したこと等により観客者数が伸び悩んだため、未達成となった。なお、美術館全体の利用者数については、県が出

資していない「鈴木敏夫とジブリ展」（122,911人）や「石村嘉成展」（54,970人）等が好調であったため、大幅増（４年度：335,894人→５年度：478,304人、42.4％増）となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 79,947 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 90,607 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 54.67 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 89663 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 173000 人 目標値 178000

時点･期間 R８年度

現状値 140162 人

目標値 164000 人 目標値 146000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H11

終期

Ｋ  P  Ｉ

企画展・コレクション展等の観覧者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

当初 事　項 美術館展示事業費 予算主管課 まなび推進課

事　業

概　要
美術館において企画展及びコレクション展を開催する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

設計の完了により、安心快適な利用環境を提供するための改修工事に向けた準備を行うことができた。令和６年度以降は設計に基

づいて改修工事を進めていく。

千円

決算額 8,037 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 8,683 千円
最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 100 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 % 目標値

時点･期間

現状値 － %

目標値 100 % 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

美術館南館空調設備改修工事進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 美術館南館空調設備改修工事設計費 予算主管課 まなび推進課

事　業

概　要

老朽化が進んでいる美術館南館の空調設備の機能維持のため、改修工事の設計を

行う。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。実績値が目標達成しなかった要因を外的要因も含め具体的にデータ等を用いな

がら様々な視点を踏まえて記入。）

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 25,929 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 25,937 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 135.00 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 135 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 120000 人 目標値 －

時点･期間

現状値 － 人

目標値 100 人 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5年度 時点･期間 R5～R5年度 時点･期間 R5～R6年度 時点･期間 R5～R7年度

始期 R5

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

とべもりプラスエリアを拠点とした芸術祭（R7）の延参加者数／【経過指標】アートプロジェクトに関わった人数：100人

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績は予想以上の成果が出ているが、６年度については、南館の空調設備改修に伴う南館の一時

利用停止による利用者数の減が見込まれることから、現状を維持しニーズや事業効果の把握・検証に努める。

よって、現時点で、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

6月

補正

事　項 えひめアートプロジェクト推進事業費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

東京藝術大学との連携により、アートの力を最大限活用した人材育成・交流や多彩なアートプロジェクトを企

画・実践する「えひめアートプロジェクト」を推進し、とべもり+（プラスを拠点とした芸術祭の開催などを通し

て、人と人、人と地域がアートを介して繋がる地域社会の形成を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 5,822 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 5,991 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 132.86 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 478304 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 380000 人 目標値 390000

時点･期間 R８年度

現状値 335894 人

目標値 360000 人 目標値 320000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 R4

終期 R9

Ｋ  P  Ｉ

美術館の利用者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

事　項 美術館文化観光推進事業費 予算主管課 まなび推進課

事　業

概　要

県美術館を中核とした文化観光推進拠点計画に基づき、開館30周年となる令和10年度に向

け、文化観光拠点施設としての魅力向上や機能強化を進め、本県における文化観光の振興を図

る。



7

8

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

検討会における作品募集要項の見直しの結果、R７年度の芸術祭開催時には、未就学児から高校生までの幅広い年

代に対して作品サイズの指定もない形で募集をかけることや、前回募集しなかったダンスや演劇などの表現活動も

発表の場として募集するなど、事業内容を拡充することとしている。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

子ども芸術祭は準備年と開催年と年度で事業内容が異なっているため、KPI現状値を前回準備年である令和3年度に設定している。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,548 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,594 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 250.36 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 343 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 98 人

目標値 137 人 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R３年度（準備年） 時点･期間 R5年度（準備年） 時点･期間 R6年度（準備年） 時点･期間

始期 H28

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

WS等を通じて事業に関わった子どもの人数（経過指標）※本来の成果指標：子ども芸術祭応募作品数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和６年度から新たに観劇料も支援事業の対象としたところであり、その実績等を踏まえたうえで、令和７年度以

降の事業内容を検討していく。

当初 事　項 子ども芸術祭開催準備費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

子どもの芸術を愛する心を育むとともに、健全な育成を図るため、6年度に開催する子ども芸

術祭に向けた準備を進める。※子ども芸術祭開催年度はR6→R7変更

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

令和５年度新規事業であるため学校への周知がやや遅れたが、積極的に営業活動を行うことにより、９割を超える達成率となっ

た。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 40,173 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 76,600 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 91.68 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 22003 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 72000 人 目標値

時点･期間

現状値 12000 人

目標値 24000 人 目標値 48000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 （参考）鑑賞した子どもの人数（R3年度） 時点･期間 R5~Ｒ5年度 時点･期間 R5~Ｒ6年度 時点･期間 R5~Ｒ7年度

始期 R5

終期 R7

Ｋ  P  Ｉ

郷土文化・偉人・舞台芸術に関心を持った子どもの人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 子ども舞台芸術鑑賞体験支援事業費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

県内の小中学生・高校生を対象に、教育活動の一環として「坊っちゃん劇場」での鑑賞等を支

援し、郷土の文化や偉人等についての学び・体験の場を提供することにより本県文化の振興を

図る。



9

10

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

２年に１回の会期としていることから、６年度は実施方針を十分検討し、多くの県民が参加できるイベント開催に

向けて準備を進める。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

当初予定していたシンポジウムの開催を見送り、密度の濃い小規模なトークイベントを充実させたことにより、全体の参加人数は

減少し、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 6,000 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 6,000 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 50.80 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 508 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 589 人

目標値 1000 人 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度開会・閉会イベント 時点･期間 R５年度 時点･期間 時点･期間

始期 H30

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

愛媛国際映画祭参加者数（コアイベント）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

２年に１回の会期としていることから、６年度に開催するワークショップを踏まえて実施方針を十分検討し、多く

の人材が参加できるイベント開催に向けて準備を進める。

当初 事　項 愛媛国際映画祭開催事業費② 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

「愛媛国際映画祭」を開催し、その成果や関係者との繋がりを活かしつつ、映像文化に係る人

材育成や、映画を切り口とした交流人口の拡大・地域活性化を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

映像化コンテストに注力し、積極的な広報等を実施した結果、作品応募数が前年度比83％増と順調に推移したものの、ワーク

ショップの開催を見送ったため、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 4,000 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,000 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 82.50 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 165 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 － 人

目標値 200 人 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 時点･期間

始期 H30

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

映像制作人材年間育成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 愛媛国際映画祭開催事業費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

「愛媛国際映画祭」を開催し、その成果や関係者との繋がりを活かしつつ、映像文化に係る人

材育成や、映画を切り口とした交流人口の拡大・地域活性化を図る。



11

12

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 785 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 918 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 116.25 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 186 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 160 件 目標値 160

時点･期間 R8年度

現状値 114 件

目標値 160 件 目標値 160

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.2 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H４

終期

Ｋ  P  Ｉ

文化活動に対する愛媛県の後援承認件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

首都圏PRなどを積極的に展開した結果、県外からの応募数が増加した一方で、県内からの応募数が減少した現状

を踏まえ、令和６年度は、引き続き県外向けＰＲを実施するとともに、県民を対象としたＰＲの機会を増やし、県

内外からの応募数の推移を分析することにより、令和７年度予算への反映を検討する。

当初 事　項 文化活動推進費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要
文化団体を顕彰するとともに、「中四国文化の集い」に文化団体を派遣する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

新たに開設したInstagramでの情報発信や首都圏でのPRイベントを実施したことで、県外からの応募数は前年度比14％増と順調に

推移したものの、県内からの応募数が前年度比8％減と伸び悩んだため、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 21,650 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 25,066 千円
最終現計予

算額

実績値 作品

達成率 97.01 ％ 達成率 ％ 達成率

作品

実績値 36862 作品 実績値 作品 実績値 作品

作品 目標値 作品 目標値

時点･期間

現状値 32929 作品

目標値 38000 作品 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H26~Ｒ4年度 時点･期間 H26~Ｒ5年度 時点･期間 時点･期間

始期 H26

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

愛顔感動ものがたりの認知度(エピソード部門応募数)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 愛顔感動ものがたり発信事業費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

「愛顔」あふれる感動エピソード及び写真を募集し、受賞作品を広く発信することにより、本

県のPRとイメージアップに繋げ、文化の力を生かした地域活性化を図る。



13

14

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

・指定管理委託料上限の範囲内で、引き続き管理運営を実施。・R5年度実績を踏まえると、会議やイベントの実

施形態の変化などにより、コロナ前と同じ方法で利用者数の回復を目指すのは困難な状況。・R6年度からは、従

来指定管理者であった県文化振興財団に、出版・企画・PRの事業を展開するエスピーシーを加えたコンソーシア

ムによる管理運営が新たに開始することから、まずは新しい県民文化会館のイメージにより戦略的な広報を展開

し、施設利用形態の変化も踏まえた積極的な誘致活動や新規事業を企画するなどして、新たな利用者層獲得に取り

組むとともに、R7年度にはその実施結果を踏まえ取組み内容の見直しを検討する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

コロナ禍(R4年度：166,340人)と比較して約1.8倍と大幅に回復したものの、ウェブ会議など、オンライン参加可能な来場者数が

少ない形態の催しが増えてきており、直接来場する人数がコロナ前と比較して減少傾向にある。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 269,454 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
295,238 千円

最終現計予

算額

実績値 人

達成率 87.11 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 304900 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 650000 人 目標値 700000

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 151330 人

目標値 350000 人 目標値 500000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.12 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 S61

終期

Ｋ  P  Ｉ

会館の利用人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

・指定管理施設であるため、引き続き委託上限額の範囲内で運営。(指定管理期間H31～R5 、R6～R10)・R5年度

は、館内に掲示している掲示内容の更新や未掲示団体への促進を積極的に行ったことで、既存の定期利用団体の利

用回数増加などに繋がった。 ・R5年度実績は、すでにコロナ前の実績(H31：107,915人)を上回り、R6年度目標

も達成しているが、総合計画終期であるR12年度は、コロナ前実績からのさらなる上乗せにより120,000人を目標

としていることから、従来利用者だけではなく新たな利用者(活動）を獲得していくなど、県と指定管理事業者と

で積極的な施設利用PRや自主企画などに取り組んでいく必要がある。

12月

補正

後

事　項 県民文化会館管理運営委託等経費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要
県民文化会館の指定管理及び事業に要する経費

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 39,268 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 60,430 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 119.67 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 113690 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 115000 人 目標値 120000

時点･期間 R８年度

現状値 55648 人

目標値 95000 人 目標値 110000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.12 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 S51

終期

Ｋ  P  Ｉ

生活文化センターの年間利用人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 生活文化センター管理委託費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要
生活文化センターの指定管理及び事業に要する経費



15

16

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R5年度実績はコロナ前の実績を下回ったが、R6年度は100,000人を目標としていることから、指定管理者ととも

にイベントの積極的な周知や、映画パネルの展示やディナーパーティー、婚活パーティー等、様々な自主企画に取

り組み、萬翠荘の認知度向上や、新たな利用者の獲得を目指す。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 34,208 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 34,413 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 104.13 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 88514 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 105000 人 目標値 110000

時点･期間 R８年度

現状値 52644 人

目標値 85000 人 目標値 100000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4.12 時点･期間 R５年度 時点･期間 R６年度 時点･期間 R７年度

始期 H21

終期

Ｋ  P  Ｉ

萬翠荘の年間入館者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

様々な世代の参加が見込めるイベント構成を意識し、SNSを活用した広報を活発化することにより、新規参加者の

掘り起こしを行い、執行に反映させる。

当初 事　項 萬翠荘管理運営委託等経費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要
萬翠荘の指定管理及び事業に要する経費

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

ねんりんピックのため俳句大会（R4：1,439人）の開催を取りやめたほか、１１月１８日、１９日が強風により「えひめ・まつや

ま産業まつり」（R4：96,000人）及び高等学校総合文化祭のパレード（R4:2,116人）が中止になったため。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 38,079 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 38,984 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 41.09 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 63682 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 165000 人 目標値 170000

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 150000 人

目標値 155000 人 目標値 160000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 S63

終期

Ｋ  P  Ｉ

県総合文化祭の参加人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 県民総合文化祭開催事業費 予算主管課 文化振興課

事　業

概　要

芸術文化から産業分野にわたる幅広いアマチュア文化の祭典「県民総合文化祭」

を開催する。


